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P2−31−1　周閉経期 に お い て 血中 monocyte 　chemeattractant 　prtein
−1 とイ ン ターロ イ キ ンー8 は異 な る動態 を示 す

徳 島大

谷 　杏奈，安井敏之，毛 山　薫，松井寿美佳，加藤剛志 ，上村浩
一，苛原　稔

【目的】閉経後 のエ ス トロ ゲ ン 欠乏 はサ イ トカイ ン の変化をもた ら し，動脈硬化性疾患 の 発症 に 関係する こ とが知 られ て い る．
我 々 は，周閉経期 を月経の 有無お よび FSH 値 に よ っ て 7 段階 に細分化 し，周閉経期 の サ イ トカ イ ン 変化 を詳細 に 検討 し た、
【方法】倫理委員会の 承認を得た研究 と して ，周閉経期の 女性 554人を対象 とし，mid

−
reproductive 　stage ，1ate　reproductive

stage ，　 early 　menopausal 　transition，　 late　menopausal 　transition，　 very 　early 　postmenopause ，　 early 　postmenopause，　 late

postmenopause の 7群 に分け，9種類 の サ イ トカイ ン の 測定を行 っ た．【成 績】血 中 IL−8値 は mid
−
reproductive 　stage ，　 late

reproductive 　stage ，　early 　menopausal 　transition
，
　late　menopausal 　transition の 4 群 と比較して 閉経後で は有意に 高値 で あ っ

た （p ＝0．001）．一
方，血中 MCP −1値 は mid

−
reproductive 　stage ，　 late　reproductive 　stage ，　 early 　menopausal 　transition の

3群 と比 較 して late　menopausal 　transitionと 閉経後 で は有意 に高値で あ っ た （p＜ O．OOI），また
，

血 中 MCP −1値 は血 中 FSH

値 と正 の 相関を示 した．【結論】周閉経期を細分化す る こ と に よ り，IL−8は閉経後に 増加する の に対 し，　MCP −1は menopausal

transition の 段階か ら増加 し，そ の 変化 に 違 い が み られ る こ とが示 され た．閉経前か らの ホ ル モ ン 変化 に よ りMCP −1 も閉経

前か ら増加 し，血管炎症 に関与する可能性が示唆さ れ た．

P2・31・2　エ ス トロ ゲ ン 補充療法が 閉経後女性 の 血 管炎症 マ ーカー・血 管内皮機能 ・脂質に与え る影響〜
経 口 の 結合型 エ

ス トロ ゲ ン と 17βE2 の 差異に つ い て〜
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【目的】閉経後女性 に対する経口結 合型 エ ス トロ ゲ ン （CEE ）製剤 に よ る エ ス トロ ゲ ン補充療法 （ERT ）は，抗動脈硬化作用

を有する が，血管炎症 に促進的に作用 し，動脈硬化巣を不安定化させ る可能性を報告 して きた．今 回，17βE2 の 経 口製剤の 血

管炎症，内皮機能等に 対 す る 影響 を CEE と比 較 した．【方 法 】更年 期 症 状 を有 す る子 宮 摘 出 後 の 閉 経 後 女 性 26名 を対 象 と し

た、経口 製剤 の CEE　O．625m9／日を連 日投 与 し た 16名 （経 口 CEE 群 ）と，経 口製 剤 の 17βE2 （1．Orng／日）を 連 日投与 した 10
例 （経 口 17βE2 群）．投与前 ・3か 月間後 で 以 下 の 項 目を測 定 した．1＞血 圧，脈 拍，体重　2）血 中 E2，　 FSH 　3）中性脂肪，
LDL −CHO ，　 HDL −C且O，4）血 管炎症 マ ーカーと して 高感度 CRP （HsCRP ），　 SAA ，　 IL−6，5）内皮機能の 指標とし ての 上 腕

動脈 の 血管拡張反応 （FMD ）．本研究は 当院倫理 委員会で 承認を受 けて い る，【成績】1）両 群 と も血 圧，脈拍，体重 に有意 な

変化 は なか っ た．2＞両群 ともE2 は有意 に上昇し，　 FSH は有意 に低下 した．3）HDL −C は経口 CEE 群，経口 17βE2 群 と も

有意に 上昇した．LDL −C は経 口 CEE 群 で は投与前 15＆4 圭 45．5m ガdlか ら投与後 132．8 ± 28．3 へ と有意に （PくO．05）低下 した

が，経口 17βE2 群 で 有意な変化 は なか っ た．中性脂肪 は 経 口 CEE 群 で は投与前 108．5± 61．7mg／dlか ら投与後 122．7 韭 66．7
へ 有 意 に増 加 した が，経 口 17βE2 群 で は有意 な変化は な か っ た．4）CEE 群 で は 高感度 CRP （HsCRP ），

　 SAA
，
　 IL−6 すべ て

有意 に 上昇 した が，17βE2 群 で は い ずれも有意な変化 を認め なか っ た，5）FMD は両群とも投与前か ら投与後 に有意 に上昇し

た．【結論】い ずれ の 経 口 ERT も内皮機能を改善 させ た，経 口 CEE での 血 管炎症 増悪 は経口 17βE2 で は認め な い こ とか ら，
経 口 17βE2 製剤 の有用 性が示され た．

P2・31−3　閉経後早期 の 血中ス ク レロ ス チ ン は 閉経前よ りも低い
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【目的】ス ク レ ロ ス チ ン （SCL）は骨細胞か ら分泌 され る因 子 で あ り，骨 芽細 胞 の Wnt一βカテ ニ ン シグ ナ ル を 阻害 し
， 骨形成

を抑制する．男性 よ り女性で低い こ とや，エ ス トロ ゲ ン 補充療法に よ り低下する こ とから，SCL の 動態に エ ス トロ ゲ ン の 関与

が 考 え られ る．近年，周閉経期を細分化する 試 みが行われ て お り，各段階に お ける SCL の 動態 と と もに内分泌学的因子や骨

代謝マ ーカーとの 関連に つ い て検討 した．【方法】倫理委員会 の承認を得た 研究と して，横断的なら び に縦断的検討を行 っ た．
1）横断的検討 で は，周 閉 経期女性 154例 を対象 と し，規則月経群 42 例 （pre 群），不規則月経群 31例 （early 　menopausal

transition ：EMT 群 ），稀発月経群 39例 （late　menopausal 　transition：LMT 群），閉経後 5年未満群 42例 （early 　post 群）に

分類 し，血 中 SCL な らび に エ ス トラ ジオ ール や FSH ，骨代謝マ ーカーを測定した．2）縦断的検討で は 16例 につ い て 閉経前

後 に お け る SCL の 変化を検討 した．【成績】1）血中 SCL は pre 群 ：1．30± 1．36　ng ／m1 （平均 ± 標準偏差），　 EMT 群 ： 1．75± 1．31
ng ／ml ，　LMT 群 ：1．08± 0．72　ng ／ml ，　early 　post 群 ：O．47± 0．49　ng ／ml で あ り，4 群間で 有意な変化を示 し た（p ＜O．OOI）．特に．
early 　post 群で は 閉経前の 3群 と比較 し有意に低値 であ っ た．　 SCL は FSH と有意な負 の 相関（r＝−0．207，　 p

＝0．003）を示 し，
そ の 動態 は 骨吸収 マ ーカーで あ る TRACP −5b の 動態 と逆 の パ ターン を示 し た．2）縦断的検討 に お い て SCL は閉経前 は

1．55± 0．89ng／ml ，閉経後 は 039± O．54　ng ／ml と閉経後 に お い て 有意 に低値 を示 した （p〈 O．OOI），【結論1閉経後早期 の SCL
は，閖経 前 よ りもむ しろ 低い こ とが 明 らか とな り， 骨吸収 の 亢進 に 関連す る可能性が 示唆 され た，
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